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議
会
は
九
月
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
全
員
に
よ
る
十
九
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
五
日
間
の

日
程
で
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。�

　
本
町
の
財
政
は
財
政
健
全
度
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
が
二
十
一
．
一
％
で
危
険
ラ
イ
ン
の
十
八
％
を
超
え
て
お
り
、

昨
年
に
続
い
て
起
債
の
借
入
れ
に
許
可
が
い
り
ま
す
。
実
質
単
年
度
収
支
は
約
八
千
万
円
の
黒
字
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で

す
。�

　
委
員
会
最
終
日
の
九
月
二
十
二
日
に
各
常
任
委
員
会
ご
と
の
審
査
意
見
を
調
整
し
、
特
別
委
員
会
と
し
て
審
査
意
見
を
付
し
、
認
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。�

決算審査特別委員会�決算審査特別委員会�

十
、
分
庁
舎
で
の
相
談
体
制
を
確
立
さ
れ
た
い
。�

�

十
一
、
給
食
会
計
の
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。�

�

十
二
、
美
術
館
の
運
営
方
針
を
早
期
に
示
さ
れ
た
い
。�

�

十
三
、
溝
口
保
育
所
の
車
両
の
進
入
路
と
駐
車
場
の

　
確
保
を
さ
れ
た
い
。�

�

十
四
、
町
営
公
園
墓
地
の
区
画
の
増
設
を
図
ら
れ
た

　
い
。�

�

十
五
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
つ
い
て
は
今
後
も

　
継
続
し
推
進
さ
れ
た
い
。�

�

十
六
、
清
水
の
里
団
地
及
び
工
業
団
地
等
の
販
売
促

　
進
を
図
る
た
め
所
管
体
制
を
強
化
さ
れ
た
い
。�

四
、
町
税
等
徴
収
業
務
の
成
果
は
出
て
い
る
が
、
今

　
後
は
法
的
手
段
も
視
野
に
入
れ
る
な
ど
更
な
る
徴

　
収
努
力
を
さ
れ
た
い
。�

�

五
、
園
児
の
入
所
基
準
の
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。�

�

六
、
保
育
士
等
臨
時
職
員
の
雇
用
形
態
の
見
直
し
を

　
さ
れ
た
い
。�

�

七
、
ガ
ン
検
診
、
住
民
健
診
の
受
診
率
の
向
上
と
充

　
実
を
図
ら
れ
た
い
。�

�
八
、
税
改
正
に
よ
っ
て
非
課
税
世
帯
か
ら
課
税
世
帯

　
と
な
っ
た
対
象
者
へ
の
福
祉
制
度
の
適
用
基
準
の

　
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。�

�

九
、
ま
め
ま
め
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。�
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決

算

審

査

意

見
�

一
、
土
地
開
発
公
社
所
有
の
土
地
に
つ
い
て
は
三
年

　
を
目
途
に
企
業
誘
致
を
実
施
す
る
か
、
ま
た
は
、

　
町
が
買
い
戻
す
な
ど
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
ら
れ

　
た
い
。�

�

二
、
町
観
光
の
拠
点
で
あ
る
桝
水
高
原
地
区
の
美
観

　
等
を
守
る
た
め
、
高
原
ホ
テ
ル
の
処
理
に
つ
い
て

　
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。�

�

三
、
企
業
誘
致
事
業
に
つ
い
て
は
他
町
に
負
け
な
い

　
奇
抜
な
政
策
な
ど
、更
な
る
促
進
を
講
じ
ら
れ
た
い
。�
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反
対
し
ま
す�

　
　
　
　
　
幅
田
千
富
美�

　
合
併
三
年
目
、
自
治
体
リ

ス
ト
ラ
、
三
位
一
体
改
革
で
、

一
般
会
計
は
合
併
前
と
比
べ

約
十
六
億
円
減
の
決
算
が
地

域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
、
地
域

間
格
差
を
拡
げ
た
。�

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
し

き
保
育
所
、
八
郷
学
童
ク
ラ

ブ
、
循
環
バ
ス
の
導
入
な
ど

評
価
す
べ
き
事
業
は
あ
る
が
、

企
業
倒
産
や
米
価
の
下
落
、

住
民
税
増
税
な
ど
町
民
が
苦

し
ん
で
い
る
の
に
、
上
下
水

道
料
金
、
負
担
金
の
引
上
げ
、

あ
ら
ゆ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
と

補
助
金
カ
ッ
ト
、
職
員
リ
ス

ト
ラ
、
給
与
の
カ
ッ
ト
、
公

共
施
設
は
指
定
管
理
に
お
き

か
え
、
利
用
料
金
は
引
上
げ

ら
れ
た
。
七
十
五
才
で
差
別

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

が
準
備
さ
れ
、
す
べ
て
の
面

で
町
民
、
職
員
に
痛
み
が
お

し
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
一
方

で
、
美
術
館
、
リ
フ
ト
な
ど

当
初
予
定
の
入
場
者
は
、
半

減
、五
分
の
一
以
下
、民
間
な

ら
と
っ
く
に
閉
鎖
で
あ
ろ
う

の
に
税
金
を
そ
そ
ぎ
込
む
。�

　
又
、
国
の
事
業
は
六
年
前

に
終
了
し
て
い
る
の
に
差
別

固
定
化
の
同
和
事
業
は
聖
域
、

こ
れ
ら
の
費
用
を
見
直
す
だ

け
で
町
民
の
く
ら
し
を
守
る

財
源
は
生
ま
れ
る
の
に
そ
の

見
直
し
も
せ
ず
国
の
言
い
な

り
、
町
民
い
じ
め
の
決
算
で

あ
り
反
対
で
あ
る
。�

　
　
　
　
　
　
野
坂
明
典�

　
合
併
協
定
に
基
づ
く
建
設

事
業
を
苦
し
い
財
政
の
中
で

実
施
さ
れ
た
。�

　
溝
口
地
区
で
は
駅
前
整
備
、

谷
川
線
な
ど
の
道
路
改
良
と

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道

整
備
が
着
実
に
実
施
さ
れ
た
。

岸
本
地
区
で
は
懸
案
で
あ
っ

た
「
こ
し
き
保
育
所
」
を
建

設
し
子
育
て
に
対
す
る
要
望

に
応
え
た
こ
と
は
地
区
住
民

に
喜
ば
れ
て
い
る
。�

　
今
年
度
の
補
正
予
算
で
耐

震
工
事
に
備
え
て
二
億
三
千

万
円
を
公
共
施
設
整
備
基
金

に
積
み
立
て
た
こ
と
は
評
価

す
る
。�

　
新
し
い
財
政
指
標
で
あ
る

総
合
収
支
比
率
が
健
全
と
さ

れ
る
十
八
％
を
大
き
く
超
え

二
十
一
・
一
％
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
合
併
前
の
両
町

の
借
金
が
多
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
国
の
三
位
一

体
の
改
革
の
名
の
も
と
税
源

移
譲
は
僅
か
で
、
地
方
交
付

税
の
減
額
が
予
想
以
上
の
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
十
九
年
度
決
算
は
行
財
政

改
革
を
実
施
し
な
が
ら
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
、
道
路
等
の
生
活

基
盤
整
備
と
福
祉
事
業
を
展

開
し
て
成
果
を
あ
げ
た
決
算

で
あ
り
賛
成
す
る
。�

賛
成
し
ま
す�

溝口保育所�

（
要
旨
）�


